
資料１
今後の審議の進め方について（案）

、 。京都議定書の目標達成に向け を検討する年時点における対策の在り方
(それ以降の 年を展望した対策の在り方については、別の機関で検討)

１.目標達成シナリオ小委員会と国内制度小委員会との連携関係及び検討の流れ

（１）現行施策のレビュー（各分野毎）

目標達成シナリオ小委員会 国内制度小委員会

シナリオ検討会
① 年までの排出量増減の要因分析

○大綱の評価：② 年の排出量予測

③対策技術の定量的評価

④大綱に基づく施策の
進捗状況の評価及び
各施策の定性的評価
（確実性の度合い等）

○現行施策の問題点
・改善点の洗い出し

（２）今後の対策の大枠案について（各分野毎）

目標達成シナリオ小委員会 国内制度小委員会

シナリオ検討会 地球温暖化防止対策の在り方の検討に係る小委員会
⑤導入可能な対策技術のリストアップ ⑩ポリシーミックスによる政策パッケージを提示
⑥上記対策技術に基づく削減ポテンシ ⑪基盤メカニズムに必要となる情報の流れの提示
ャルの積み上げ（ある程度制約条件
を捨象）

⑫現行施策の問題点・
改善点（

）

⑦各技術についてのコスト・ポテ ○個別の制度的対応
ンシャル評価 案（各論的提案）

⑧上記有望技術に係る制度的・社
会的制約条件の整理 ○各部門における横

断的な制度案

⑨当該制約条件を乗り越えるため
の政策手法メニューの提案（

）

⑬諸外国における制度
のレビュー（

）



２．目標達成シナリオ小委員会における検討事項

シナリオ検討会の成果

各部門における現行施策の評価

○新しい対策技術の追加

の精査 評価削減ポテンシャル コスト

ｺｽﾄ･ﾎﾟﾃﾝｼｬﾙ評価をｸﾘｱ

の整理制度的・社会的課題

○ の提案必要な対策手法

○データベース（ ）の作成 ○重要度の評価

国内制度小委員会に報告

図 目標達成シナリオ小委員会における検討の流れ
（注）下線部分が対策技術シートに盛り込んでいる内容。

○印が、第１回小委員会の意見を反映している箇所。
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    対策技術シート対策技術シート対策技術シート対策技術シート

対策技術名

技術分類 部門名 改訂年月日 　年　月　日

削減ポテンシャル（百万ﾄﾝ） ～

技術の概要

克服すべき
技術的課題

項　目 導入技術(Ａ) 既存技術(Ｂ) 削減量(B-A)(C) 備考

年間 GHG排出量

G
H
G
削
減
量

年間エネルギー
消費量

項　目 導入技術(Ａ) 既存技術(Ｂ) 備考(出典、特記事項など)

設備投資費(a)

維持管理費(b)

ｴﾈﾙｷﾞｰ費(c)

  

コ
ス
ト
評
価

耐用年数(d)

年間費用(a/d+b+c) 追加費用(A-B)(D)

費用対効果(D÷C) 円/t-CO2 円/t-C

制度的課題

社会的課題

必要な対策手法

副次的効果
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３．コスト・ポテンシャル評価

個々の削減技術について、コストの小さい技術から並べることにより、目標達

成のために必要な総コストについて解析することが出来る。

図　ある部門または日本全体における温室効果ガス排出削減量と費用の関係

（注）一つの四角形が一種類の削減技術を示し面積が必要な総コストを示す。

費
用
（
円
／
ｔ
Ｃ
） 

温室効果ガス排出削減量 

０ 

－ 目標達成量 

当該技術による 

削減量トンＣ当たり 

 必要コスト 

当該技術の 

削減ポテンシャル 

 ＋


	”‚Š¿‡P⁄B.pdf
	３．コスト・ポテンシャル評価


